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慢性心疾患患者 (CHF)では，左室駆出率を代表とする心機能の

ポンプ機能が低下している。その一方で，運動中における活動筋
への血流低下ミトコンドリアの密度および機能低下に由来する骨
格筋エネルギー代謝異常も報告されている。CHFにおいては最
高酸素摂取量(VO2peak) が生命予後の重要な決定因子である
が，CHFにおけるVO2peakの改善は，心機能の改善とは関連し

ない一方で，骨格筋のエネルギー代謝の改善と関連する。また，
心疾患の罹患期間と関連することから心疾患発症後早期からの
VO2peakの維持ないし改善のために末梢骨格筋のエネルギー

代謝異常を改善することが重要である。しかしながら、発症後早
期における心疾患患者における骨格筋機能については十分に検
討がなされていない。我々は，近赤外分光法を用いて発症後早
期の心疾患患者における運動時骨格筋の酸素動態と全身持久
力との関連を検討してきた。本研究会では，発症後早期の心筋梗
塞後患者における骨格筋酸素動態に関する知見を紹介する予定
である。

発症後早期の心疾患患者における
運動時骨格筋酸素動態と最高酸素摂取量
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ランニングは人気のあるスポーツの1つであり、下肢筋タイトネス（
MT）が高い（柔軟性が低い）ことはランニング障害と関係する。 本
研究では、フルマラソン前後での血中CK値、下肢MT、右大腿四
頭筋の遅発性筋痛（DOMS）の変化を比較検討した。対象はフル
マラソンを完走した大学生11人とした。下肢MTでは、腸腰筋、大
腿直筋、ハムストリングス、腓腹筋、ヒラメ筋を測定した。CK値の
測定は、直前とゴール直後、1、2、5日後とした。MTの測定は、1

日後以外はCK値と同様とした。DOMSは直前からゴール5日後
の朝と晩とした。フルマラソン後では、有意にCK値、MT、DOMS

が増加した。MTのピークは、腸腰筋で5日後、大腿直筋でゴール
直後、ハムストリングスと腓腹筋、ヒラメ筋で2日後であった。
DOMSのピーク値は1日後の夜であった。MTは5日後でも、ゴー
ル前より有意に高い値を示した。有意ではなかったが、CK値と大
腿直筋およびハムストリングスのMTは正の相関傾向を示した。こ

れらのことより、フルマラソンのような長距離を走ることで、筋や筋
膜の微細な損傷を生じ、CK値とMT、DOMSが高くなると考えた。

フルマラソン前後における下肢筋タイトネス、
血中CK値、遅発性筋痛の経時変化
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